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[Abstract]
Without of distinction of market, development of needed people, goods, money and 
information are rapidly increasing and complicating. Therefore, it’s growing opportunities 
to make an impact to more markets by one change. Entertainment Industry is no 
exception. This report makes researches Music Industry that continues to change by 
technology innovation. Specifically, it shows clarity the problems for music rights holders 
and users then researches the role of copyright society, company and/or enterprise. 
It will become clear whether the strategy of NexTone Inc which is a copyright society, 
company and/or enterprise is right and wrong.
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2.　NexTone 設立の背景にあるものは何か
① NexTone 設立の経緯
　イーライセンスは、2006 年 10 月 1 日より放送分野の音楽著作権管理事業を開始した。
当該分野については、その後イーライセンスは、公正取引委員会（以下「公取委」とい
う）と JASRAC との間で係争が続いたが、2015 年 4 月になって、最高裁判所が公取委と






で 2015 年 9 月に合意した。
　これですべてが決着したと思われたが、AMP は 2015 年 9 月 30 付けでイーライセンス
株式の保有割合を 34.4％とし、JRC が同 30 日付で行った第三者割当増資も引き受け、保
有割合 46.6％の株主になった。これに続き、2016 年 2 月 1 日付でイーライセンスと JRC
の合併、NexTone の設立となった。それはつまり、今回の合意が最終目的ではなく、通




を果たしたと考えられるが、イーライセンスが JRC と合併し、NexTone を設立したとい
うことは、イーライセンスの目的は別にあり、当該合意は目的への通過点であるか、ま
たは目的は複数あり、そのうちの 1 つに過ぎなかったのか。NexTone の役員は、メディ
アを通じて、「使用料全体の約 30％を占めている演奏権を扱えるようにすることが悲願で









　JASRAC は 1939 年の設立以来、音楽著作権管理業を独占していた。それは、「著作権
ニ関スル仲介業務ニ関スル法律（以下「仲介業務法」という）」によって、著作権管理事
業には文化庁長官の許可が必要であったことが背景にある。しかし、2000 年 11 月 21 に
著作権等管理事業法が成立し、2001 年 10 月 1 日に施行され、同時に仲介業務法は廃止さ
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れた。そして、イーライセンス、JRCおよびその他の株式会社が著作権管理事業に参入した。
これまでの仲介業務法と異なる点の 1 つは、管理団体の設立が許可制から登録制に緩和
されたことであり、これにより 60 年にわたる JASRAC の独占は転機を迎えた。しかし、
新規参入が実現したものの、現時点で著作権収入額は、イーライセンスおよび JRC それ
ぞれ１％で、残り 98％は JASRAC が占有している状況にある。
　著作権等管理事業法の施行に合わせて、JASRAC は著作権信託契約約款を変更し、





















言を、NexTone が考える「著作権管理事業者のあるべき姿勢と JASRAC に対する疑問点」
と「権利者と使用者が求めていること」の 2 点に分けてまとめた。それが、次のとおりで
ある。






































④使用料が JASRAC 基準で定められ、その区分も JASRAC が決めた区分で業界統一され
ている。例えば、コンサートで利用された楽曲は、JASRAC が使用料の 26％を手数料
として徴収している。この手数料は、管理者と利用者の双方に適切なのであろうか。
⑤手数料の決定に JASRAC は 2 年以上かかり、その間、著作権者への分配がない。これ
では事業計画、サービス内容を決められず、新規参入の阻害となっている。
⑥ JASRAC からの分配額に占める海外からの入金が少ない。
　以上が、NexTone の考える「著作権管理事業者のあるべき姿勢と JASRAC に対する






　ここまではすべて NexTone の主張であり、NexTone 以外の意見はない。そのため、































の効果があるか疑問である。そもそも、JASRAC と NexTone が扱っているモノは、著































2016 年 2017 年
3 月 31 日現在
内国作品数 約 147 万作品 約 154 万作品
外国作品数 約 203 万作品 約 220 万作品
合計 約 350 万作品 約 374 万作品
表 2　JASRAC の会員数（信託契約数）
2016 年 2017 年






　「JASRAC 事業の概要」にある ” アジア地域からの入金の推移 ” では増加している。全
世界を対象にした場合に少ないと指摘するならば、NexTone が思っているほど、日本






1 億 4 千万円を超えた。翌 2016 年度は、円高の影響もあり、約 1 億 3,400 万円と前年度
から微減しており、KOMCA（韓国）からの入金は 2015 年度比で 107.5% の増額である。
特に、オンライン、カラオケボックスが堅調に伸び、それぞれ 115.6％、120.8％の増額
となった。





















　業界団体、その他（FM ラジオ局 < 以下「FM 局」という >、AM ラジオ局 < 以下「AM
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この手数料（JASRAC 手数料 26％）は高いという NexTone の主張も理解できる。
④客観的に高いか安いかではなく、音楽著作物の使用者である演奏会主催者としては、そ
の分（JASRAC 手数料 26％）をプロモーション等に予算を回したいのではか。














①手数料決定に JASRAC が 2 年以上かかっている点は障害と感じており、JASRAC の動
向、判断基準が分かりづらいが、一方の NexTone についても現在何をしているのか、
今後何をするのか不明瞭。














いずれにおいても重要な問題と捉えていないことである。さらに、前述した 2017 年 6 月








一方の NexTone は、2016 年 2 月 1 日に 2 社が統合し、2 事業本部制により管理業務を行い、
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な「片付けるべき用事」を識別できれば、新たな市場機会を発見できる。企業にとって、
市場機会の発見は戦略の立案、実施へと繋がる。















　放送局が放送で音楽を使用する方法には、大きく分けて 2 つある。1 つは、スタジオ内（社
屋内外にある別のスタジオを含む）での生演奏を放送する方法である。もう 1 つは、自社





















































































































































































NexTone へ委託し、その他を JASRAC へ委託する場合である。つまり、1 作品にかかる























り替えることを望んでいる。その理由は、ブランケット方式とは、3 ヶ月に 1 度、放送で













































































































率に特段の変化はない。具体例を挙げると、5 者協議後の JASRAC は、着実に改革を進




　以上のことから、NexTone の誤りは 2 つある。1 つは、顧客の価値とコストに対する
正しい理解がないまま、事業を進めた点にある。2 つめは、JASRAC に対する稚拙な批判
に注力し、戦略の立案および実施のための準備に必要な自助努力を怠った点にある。この
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